
Title 一九四四年一月-四月 創作発表媒体縮小期における執
筆活動

Author(s) 斎藤, 理生

Citation 太宰治スタディーズ. 2016, 6, p. 32-35

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/57187

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



32

一
九
四
四
年
一
月

四
月

創
作
発
表
媒
体
縮
小
期
に
お
け
る
執
筆
活
動
／
斎
藤
理
生

一
九
四
四
年
二
月
一
八
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
ト
ラ
ッ
ク
島
に
襲
来
。
日
本
軍
は
太
平
洋
中
部
の
拠
点
を

失
う
。
伊
藤
整
は
翌
朝
の
新
聞
で
知
っ
た
。「
日
本
は
ど
う
な
る
の
だ
。
開
戦
以
来
こ
ん
な
ぎ
ょ
っ
と
し

た
事
は
無
い
。
戦
況
は
緊
迫
し
て
来
た
」（『
太
平
洋
戦
争
日
記
（
二
）』
新
潮
社
、
一
九
八
三
・
九
）。
今

や
「
考
え
う
る
あ
ら
ゆ
る
危
急
の
場
合
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」。
だ
が
「
こ
の
国
家
危
急
の
日
に
も
、
私

た
ち
は
、
子
供
の
入
学
が
う
ま
く
行
く
こ
と
を
念
じ
た
り
、
預
け
て
あ
る
バ
タ
ー
が
無
く
な
り
は
し
な
い

か
と
心
配
し
た
り
、
服
装
を
気
に
し
た
り
し
て
い
る
」。
作
家
も
一
人
の
生
活
者
で
あ
る
。
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
な
が
ら
も
、
日
常
の
諸
事
に
追
わ
れ
続
け
る
。
三
〇

年
後
、
中
村
光
夫
は
回
想
し
て
い
る
。「
実
際
、
昭
和
十
九
年
に
な
る
と
、
敗
戦
の
徴
候
は
ま
す
ま
す
は
っ

き
り
し
て
来
ま
し
た
。
と
言
う
よ
り
、
も
う
勝
て
る
と
は
誰
に
も
思
え
な
く
な
っ
た
が
、
負
け
た
ら
一
体

ど
う
な
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
見
当
が
つ
か
な
い
状
態
と
い
っ
た
方
が
当
っ
て
い
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
」（『
文
学
回
想

憂
し
と
見
し
世
』
一
九
七
四
・
一
一
、
筑
摩
書
房
）。

文
学
者
た
ち
の
動
揺
を
よ
そ
に
、
創
作
を
表
現
す
る
舞
台
は
、
刻
一
刻
と
縮
小
し
て
ゆ
く
。「
綜
合
雑
誌

は
三
誌
へ
」（「
朝
日
新
聞
」
一
九
四
四
・
一
・
二
一
）
が
報
じ
る
よ
う
に
、
綜
合
雑
誌
は
「
公
論
」「
現

代
」「
中
央
公
論
」
の
み
が
残
り
、「
改
造
」「
文
藝
春
秋
」
は
専
門
誌
に
転
身
さ
せ
ら
れ
た
。
菊
池
寛
「
話

の
屑
籠
」（「
文
藝
春
秋
」
一
九
四
四
・
三
）
は
、「
本
誌
が
綜
合
雑
誌
と
し
て
、
何
か
欠
格
が
あ
つ
た
や
う

に
、
誤
解
さ
れ
易
い
」
こ
と
へ
の
「
弁
明
」
の
形
を
装
い
つ
つ
、
綜
合
雑
誌
と
し
て
最
大
部
数
を
誇
り
、

「
ひ
た
す
ら
戦
争
遂
行
に
協
力
し
た
」
の
に
文
藝
雑
誌
に
さ
れ
る
こ
と
に
、
強
い
不
満
を
滲
ま
せ
て
い
る
。

「
改
造
」
も
四
月
号
か
ら
「
時
局
雑
誌
」
と
な
り
、
小
説
は
載
せ
な
く
な
る
。
頁
数
も
、
一
月
号
は
一
〇

四
頁
だ
っ
た
の
が
、
五
月
号
に
は
六
四
頁
に
な
っ
た
。
む
ろ
ん
雑
誌
統
合
の
波
は
幅
広
く
及
ん
で
い
る
。

や
は
り
四
月
、
東
京
で
出
て
い
た
同
人
雑
誌
「
文
藝
主
潮
」「
辛
巳
」「
正
統
」「
文
藝
復
興
」「
新
文
学
」

「
新
作
家
」「
昭
和
文
学
」「
小
説
文
化
」
の
八
誌
は
「
日
本
文
学
者
」
に
統
合
さ
れ
る
。

し
か
も
そ
う
し
た
雑
誌
を
、
文
学
者
た
ち
で
さ
え
入
手
し
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
す
で
に
前
年
末

斎藤理生

【
戦
局
】

▼
１
９
４
４
年
１
月

・
ア
メ
リ
カ
軍
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
・
ル
オ
ッ
ト

島
に
侵
攻
。
日
本
軍
六
八
〇
〇
人
が
玉
砕
。

▼
２
月

・
ア
メ
リ
カ
軍
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
占
領
。

・
ア
メ
リ
カ
軍
、ト
ラ
ッ
ク
島
を
空
襲
。日
本

軍
は
艦
船
四
三
、
航
空
機
二
七
〇
を
失
う
。

▼
３
月

・
日
本
軍
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
を
開
始
。

▼
４
月

・
日
本
軍
、
中
国
で
大
陸
打
通
作
戦
を
開
始
。

【
社
会
】

▼
１
月

・
女
子
挺
身
隊
結
成
（
一
九
～
二
五
歳
ま
で

の
未
婚
女
性
を
軍
需
工
場
な
ど
に
動
員
）。

・
改
正
防
空
法
に
よ
る
初
の
疎
開
命
令
発
令
。

▼
３
月

・
高
級
料
理
店
・
待
合
・
芸
妓
屋
・
バ
ー
・

酒
店
の
閉
鎖
令
が
警
視
庁
よ
り
出
さ
れ
る
。

・
全
国
の
新
聞
が
夕
刊
を
廃
止
。
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の
段
階
で
、
芳
賀
檀
が
「
文
藝
時
評

真
摯
な
地
盤

「
国
家
的
な
私
小
説
」
へ
の
置
換
へ
」（「
東
京
新

聞
」
一
九
四
三
・
一
二
・
四
）
で
「
こ
の
頃
雑
誌
が
な
か
な
か
手
に
入
り
に
く
い
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
た

く
さ
ん
の
雑
誌
を
見
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
こ
と
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
伊
藤
佐
喜

雄
は
「
四
月
号
の
作
品
」（「
文
藝
」
一
九
四
四
・
五
）
で
、「
中
央
公
論
、
公
論
、
文
藝
、
文
學
界
だ
け
し

か
手
に
入
ら
な
か
つ
た
」
と
こ
ぼ
し
て
い
る
。
谷
崎
精
二
も
「
四
月
文
壇
覚
え
書
」（「
早
稲
田
文
学
」
一

九
四
四
・
五
）
で
「
四
月
号
の
諸
雑
誌
の
発
行
が
大
分
遅
れ
た
。
こ
れ
は
一
時
的
の
現
象
で
も
あ
ら
う
が
、

時
局
が
緊
迫
し
た
事
を
知
ら
せ
る
雑
誌
の
記
事
よ
り
も
、
発
行
が
遅
延
し
た
と
云
ふ
事
実
そ
の
物
の
方
が

我
々
に
対
し
て
無
言
の
、
だ
が
力
強
い
警
告
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

新
聞
小
説
に
も
変
化
が
見
ら
れ
た
。
一
九
四
四
年
元
旦
か
ら
「
読
売
報
知
」
朝
刊
で
連
載
が
始
ま
っ
て

い
た
丹
羽
文
雄
「
今
日
菊
」
は
、
三
月
五
日
に
唐
突
に
終
わ
る
。「
夕
刊
廃
止
に
伴
ひ
、
小
説
を
一
本
建
て

と
す
る
た
め
」
夕
刊
に
連
載
さ
れ
て
い
た
濱
本
浩
「
海
員
」
が
朝
刊
に
回
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
濱
本
は
海

軍
報
道
班
員
と
し
て
、
直
前
ま
で
南
太
平
洋
の
最
前
線
に
い
た
。
そ
の
経
験
が
活
か
さ
れ
た
「
海
員
」
は

同
年
七
月
二
四
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
。
な
お
、
同
時
期
に
「
朝
日
新
聞
」
で
連
載
さ
れ
て
い
た
の
は
火
野

葦
平
「
陸
軍
」
で
あ
る
（
一
九
四
三
・
五
・
一
一
～
一
九
四
四
・
四
・
二
五
）。
紙
面
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、

よ
り
戦
争
遂
行
に
ふ
さ
わ
し
い
作
家
・
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
火
野
の
活
躍
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
た
だ
火
野
は
酷
使
さ
れ
て
い
た
。
浅

見
淵
は
「
小
説
月
評
」（「
新
潮
」
一
九
四
四
・
二
）
で
、「
多
作
か
ら
来
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
無
意
識
の
疲

労
感
が
稍
々
筆
力
の
制
動
機
を
弛
ま
せ
、
同
時
に
表
現
を
沈
ま
せ
、
も
う
一
段
の
溌
剌
さ
を
欠
い
て
ゐ
る
」

と
指
摘
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
メ
デ
ィ
ア
は
火
野
を
求
め
た
。
浅
見
は
「
文
藝
時
評
」（「
早
稲
田
文
学
」

一
九
四
四
・
四
）
で
、「
改
造
」
と
「
中
央
公
論
」
に
つ
い
て
「
両
誌
の
編
輯
者
は
火
野
葦
平
か
上
田
廣
の

作
品
さ
へ
載
せ
て
置
け
ば
、
何
か
厄
除
け
で
も
し
た
や
う
な
気
持
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
」

と
批
判
し
た
。〈
お
墨
つ
き
〉
の
少
数
の
作
家
に
依
頼
が
殺
到
す
る
状
況
。
そ
こ
に
は
、
数
年
後
に
太
宰
治

ら
が
寵
児
に
な
っ
た
と
き
と
は
異
な
る
切
迫
し
た
事
情
が
あ
っ
た
。

太宰治と戦争1941-1945

【
文
化
】

▼
１
月

・
青
山
杉
作
・
千
田
是
也
・
東
野
英
治
郎
ら
、

俳
優
座
を
創
立
。

▼
２
月

・
日
本
文
学
報
国
会
小
説
部
会
協
議
会
「
大

東
亜
五
大
宣
言
小
説
執
筆
希
望
者
」
開
催
。

・
「
あ
の
旗
を
撃
て
」（
東
宝
映
画
）

▼
３
月

・
宝
塚
歌
劇
団
休
演
前
最
終
公
演
。

・
歴
史
文
学
賞
（
財
団
法
人
奉
仕
会
）
決
定
。

中
沢
巠
夫
『
阿
波
山
岳
党
』。

▼
４
月

・
「
一
番
美
し
く
」（
東
宝
映
画
）

・
近
松
秋
江
没
。
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太
宰
は
一
九
四
四
年
一
月
、「
新
釈
諸
国
噺
」
と
「
佳
日
」
を
発
表
し
た
。
前
者
は
後
に
「
裸
川
」
と
改

題
。「
終
戦
前
、
太
宰
の
著
書
の
中
で
、
一
番
版
を
重
ね
た
」（
津
島
美
知
子
『
回
想
の
太
宰
治
』
一
九
七

八
・
五
、
人
文
書
院
）
と
い
う
単
行
本
『
新
釈
諸
国
噺
』（
一
九
四
五
・
一
、
生
活
社
）
の
起
点
と
な
る
。

後
者
は
「
散
華
」
な
ど
と
同
様
に
、
時
局
を
意
識
し
た
作
品
と
言
え
よ
う
。
三
月
に
『
雲
雀
の
声
』
が
出
版

不
許
可
に
な
る
と
い
う
事
件
は
あ
っ
た
が
、
旺
盛
な
創
作
活
動
を
維
持
し
続
け
た
時
期
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

一
月
の
太
宰
の
小
説
に
つ
い
て
、
浅
見
淵
は
前
掲
「
小
説
月
評
」
で
「
頁
が
薄
く
な
る
と
同
時
に
、
し

ぜ
ん
雑
誌
の
創
作
欄
は
短
篇
に
限
ら
れ
て
来
た
が
、
か
う
な
る
と
目
立
つ
の
は
個
性
の
際
立
つ
た
作
家
の

作
品
」
だ
と
し
て
上
林
暁
、
尾
崎
一
雄
ら
と
共
に
「
甚
だ
個
性
的
臭
み
の
強
い
作
家
で
あ
る
」
太
宰
の
両

作
品
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
澁
川
驍
は
「
新
年
号
の
小
説
」（「
文
藝
」
一
九
四
四
・
二
）
で
、
個
々
の
作

品
は
必
ず
し
も
認
め
て
い
な
い
も
の
の
、「
ど
ん
な
時
に
で
も
す
ぐ
座
談
の
中
心
を
占
め
て
、
そ
の
場
を
明

る
く
賑
や
か
に
す
る
不
思
議
な
人
物
」
の
よ
う
に
「
作
品
を
読
む
と
、
つ
い
何
と
か
い
ひ
た
く
な
る
」
太

宰
の
魅
力
は
評
価
し
て
い
た
。
外
地
に
も
熱
心
な
読
者
は
い
た
。
佐
藤
春
夫
は
後
年
「
稀
有
の
文
才
」（『
現

代
日
本
文
学
全
集
』
月
報
、
一
九
五
四
・
九
、
筑
摩
書
房
）
で
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

昭
和
十
八
年
の
秋
、
南
方
の
戦
線
に
出
か
け
て
行
っ
た
自
分
は
十
九
年
の
春
、
昭
南
で
デ
ン
グ
熱
に

冒
さ
れ
て
一
週
間
ほ
ど
病
臥
し
た
事
が
あ
つ
た
。
そ
の
時
、
偶
、
ホ
テ
ル
の
人
が
枕
頭
に
持
つ
て
来

て
く
れ
た
『
改
造
』
の
な
か
に
あ
つ
た
の
が
彼
の
『
佳
日
』
と
い
ふ
短
篇
で
あ
つ
た
。
自
分
は
一
読

し
て
今
更
に
彼
の
文
才
に
驚
歎
し
た
。（
中
略
）
自
分
は
窮
余
の
つ
れ
づ
れ
に
、
い
つ
ま
で
も
枕
頭
に

あ
つ
た
『
佳
日
』
を
日
課
の
よ
う
に
毎
日
読
ん
だ
。

太
宰
は
こ
の
時
期
、
大
東
亜
五
大
宣
言
の
五
原
則
の
文
学
作
品
化
も
計
画
し
て
い
た
。「
中
国
の
人
を

い
や
し
め
ず
、
ま
た
、
決
し
て
軽
薄
に
お
だ
て
る
事
も
な
く
、
所
謂
潔
白
の
独
立
親
和
の
態
度
で
、
若
い

周
樹
人
を
正
し
く
い
つ
く
し
ん
で
書
く
つ
も
り
」「
百
発
の
弾
丸
以
上
に
日
支
全
面
和
平
に
効
力
あ
ら
し
め

ん
と
の
意
図
を
存
し
て
ゐ
ま
す
」（「「
惜
別
」
の
意
図
」）。
折
し
も
「
文
藝
」
一
九
四
四
年
一
月
号
で
「
大

東
亜
文
学
作
品
集
（
一
）」
と
し
て
中
国
の
蘆
焚
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ル
ギ
リ
ヤ
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
小
田

斎藤理生

【
代
表
作
】

▼
１
月

・
太
宰
治
「
佳
日
」（「
改
造
」）

・
坂
口
安
吾
「
黒
田
如
水
」（「
現
代
文
学
」）

・
太
宰
治
「
新
釈
諸
国
噺
（
→
「
裸
川
」）」

（「
新
潮
」）

・
火
野
葦
平
「
雨
季
」（「
中
央
公
論
」）

・
立
野
信
之
「
松
濤
」（「
日
本
評
論
」）

・
横
光
利
一
『
旅
愁（
第
五
回
）』（「
文
學
界
」）

・
上
林
暁
「
小
便
小
僧
」（「
文
藝
」）

・
新
田
潤
「
童
顔
の
鷲
」（「
文
藝
」）

・
高
木
俊
朗
「
平
林
中
隊
長
傳
」（「
文
藝
春

秋
」）

▼
２
月

・
高
見
順
「
ウ
・
サ
ン
・
モ
ン
の
こ
と
」（「
現

代
」）

・
小
野
十
三
「
登
攀
」（「
国
民
文
学
」）

・
儀
府
成
一
「
碑
文
」（「
文
學
界
」）

・
火
野
葦
平
「
兵
隊
と
言
葉
：「
軍
隊
手
帖
」

の
第
三
章
」（「
文
學
界
」）

・
劉
寒
吉
「
古
戦
場
」（「
文
學
界
」）

・
坂
口
安
吾
「
鉄
砲
」（「
文
藝
」）
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嶽
夫
お
よ
び
火
野
葦
平
の
翻
訳
と
紹
介
と
共
に
掲
載
さ
れ
、
四
月
号
の
「
大
東
亜
文
学
作
品
集
（
二
）」
で

は
満
洲
の
爵
青
の
作
品
（
武
田
泰
淳
訳
）
が
、
北
村
謙
次
郎
の
満
洲
文
学
紹
介
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

同
年
二
月
の
「
文
學
界
」
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
「
大
東
亜
建
設
の
偉
業
を
推
進
す
る
為
に
は
、
日
華
両

大
国
は
、
相
手
の
文
化
の
本
質
を
、
お
互
に
も
つ
と
明
確
に
知
悉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
吉
川
幸
次
郎
氏

の
四
十
枚
の
力
作
「
支
那
文
章
論
」
は
、
啻
に
日
本
の
知
識
人
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
人
々
に
と
つ
て
も

示
唆
深
き
も
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。『
惜
別
』
は
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
構
想
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
太
宰
が
こ
の
時
宜
に
か
な
っ
た
企
画
に
参
入
し
た
理
由
に
は
、
現
実
的
な
利
点

の
多
さ
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。「
資
料
蒐
め
や
調
査
に
つ
い
て
、
紹
介
状
、
切
符
の
入
手
等
で
便
宜
が
与
え
ら

れ
る
上
に
、
印
税
支
払
、
用
紙
割
当
等
で
も
、
当
時
と
し
て
は
大
変
好
条
件
を
約
束
さ
れ
た
」（
津
島
美
知

子
前
掲
書
）
と
い
う
。

日
々
の
生
活
と
創
作
活
動
と
に
折
り
合
い
を
付
け
る
こ
と
。
み
ず
か
ら
の
資
質
に
合
っ
た
作
品
と
、
時

局
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ぬ
作
品
を
並
行
し
て
発
表
す
る
こ
と
。
太
宰
は
そ
の
危
う
い
均
衡
の
中
で
、
す
ぐ
れ

た
成
果
を
あ
げ
た
と
言
え
る
。
が
、
ど
の
作
家
も
同
じ
よ
う
に
ふ
る
ま
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
平
野
謙
は

「
文
藝
時
評

遺
著
ふ
た
つ

作
家
の
幸
、
不
幸
に
就
て
」（「
文
学
報
国
」
一
九
四
四
・
五
）
に
お
い
て
、

「
近
代
的
な
恋
愛
心
理
小
説
の
極
北
」
で
あ
る
「
も
つ
と
光
を
」（『
青
年
藝
術
派
新
作
集

八
つ
の
作
品
』

一
九
四
一
・
一
二
、
通
文
閣
）
を
書
い
た
井
上
立
士
の
よ
う
な
作
家
が
、
晩
年
（
井
上
は
一
九
四
三
年
九

月
没
）
に
『
編
隊
飛
行
』（
一
九
四
四
・
二
、
豊
国
社
）
と
い
う
「
も
し
署
名
が
な
か
つ
た
ら
、
と
て
も
井

上
立
士
の
作
品
と
は
受
取
れ
ぬ
一
試
作
」「
畑
ち
が
ひ
の
素
材
」
を
書
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
「
今

日
の
問
題
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
野
口
冨
士
男
は
後
年
「
戦
時
は
、
私
が
自
身
の
同
世
代
の
な
か
で
最

も
嘱
望
し
て
い
た
井
上
ま
で
ス
ポ
イ
ル
し
た
」
と
悔
や
ん
だ
（『
感
触
的
昭
和
文
壇
史
』
一
九
八
六
・
七
、

文
藝
春
秋
）。
な
る
ほ
ど
太
宰
に
は
、
実
家
の
支
え
を
は
じ
め
、
数
々
の
幸
運
が
あ
っ
た
。
単
純
な
比
較
は

で
き
な
い
。
が
、
太
宰
が
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
急
変
す
る
環
境
に
ほ
ど
ほ
ど
に
合
わ
せ
つ

つ
書
き
続
け
る
粘
り
強
さ
と
し
た
た
か
さ
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

太宰治と戦争1941-1945

▼
３
月

・
上
田
廣
「
春
色
」（「
改
造
」）

・
織
田
作
之
助
「
木
の
都
」（「
新
潮
」）

・
太
宰
治
「
散
華
」（「
新
若
人
」）

・
石
塚
友
二
「
青
春
」（「
中
央
公
論
」）

・
堺
誠
一
郎
「
応
急
派
兵
」（「
文
學
界
」）

・
火
野
葦
平
「
眼
と
心
と
指
：
軍
隊
手
帖
」

第
四
章
」（「
文
學
界
」）

・
若
杉
慧
「
青
色
青
光
」（「
文
學
界
」）

・
火
野
葦
平
「
草
原
の
町
」（「
文
藝
」）

▼
４
月

・
久
生
十
蘭
「
爆
風
」（「
新
青
年
」）

・
織
田
作
之
助
「
白
鷺
部
隊
」（「
新
創
作
」）

・
尾
崎
士
郎
「
十
三
夜
」（「
中
央
公
論
」）

・
八
木
義
徳
「
劉
広
福
」（「
日
本
文
学
者
」）

・
火
野
葦
平
「
名
と
弾
丸
：
軍
隊
手
帖
」
第

五
章
」（「
文
學
界
」）

・
壷
井
栄
「
勝
つ
ま
で
は
」（「
文
学
報
国
」）


